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Abstract: The Quaternary System at the upper and midd!e stream area along the Yoshio

Riverレflowing from the northeastern part of Shikoku into Kii straits, is surveyed. The

Early　Pleistocece　Dochu　Group, upper part　Takasetanigawa Formation　and　lower　Ｏ叩

Nakaue Formation, is newly defined. And the higher terrace sediments of the Nakanishi

Formation, the middle terrace sediments I of the Handa Formation and the middle terrace

sediments II of the Higashi-kawahara Formation, and the lower terrace sediments :of the

Hiruma Formation are desむribed.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

キーワード：吉野川　第四系　ﾆﾋ柱層群　河川縦断面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじ･めに

　吉野川は四国を代表する河川であり，･四国三郎と呼ばれている。その流域面積は3,750km2で，国

内の河川では17位の規模である。十幹川延長は194kmで，四国では四万十川についで長い。∧その源流

は高知県北西端の瓶ヶ森山かjら始まり，早明浦ダムをへて本山盆地を東進し，豊永付近において，

北方からぐる穴内川を合流しで，北北西にその流向をかえる。‥そして√四国山地を南北に横切りレ

徳島県池田町に至り，そこから中央構造線にそって再び東進し，徳島平野を通って紀伊水道に流れ

こむ。大山地を貫いて流れるこのような川は日本では他にあまり類がなくにその谷は深さや長さか

らみて，紀伊山地を横切る熊野川や，北アルプスを流れる黒部川に匹敵する日本屈指の大渓谷を形

成七ている。　　　　　し　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　十

　また，吉野川はその下流部において中央構造線上を通っており,＼そのため中央構造線を研究する

うえで，吉野川流域の段丘堆積物の調査はきわめて重要である。

　中央構造線沿いの第四系については，これまでいくつかの論文が公表されている。須鎗ら

(1965)は上柱・鴨島一川島地域の第四系について述べ，上柱地域を切戸藻層・馬場傑層・土柱藻

層・新期傑層，鴨島り［|島地域を森山粘土層・麻植傑層・川島藻層・山路藻層・低位段丘堆積物と

分類した。中川ら(1968)は山川町から川島町の後期第四系についてついて述べに低位段丘を山川

傑層とした。また，岡田(1968)ﾀﾞは阿波池田付近の第四系について，中央構造線の新期運動と関連

して述べている。さらに，岡田(1970)は中央構造線め断層変位地形と断層運動速度について述べ

た中で，第四系の総括を行ない，中位段丘堆積物を長峯傑層，低位段丘堆積物を市場藻層とした。

※日本第四紀学会（高知大会, 1991)にて，一部講演．
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これ＼らの諸論文では,ニ中央構造線沿いの吉野川北岸地域々才はかなﾉり研究1ざれ七 いる:が√=南岸の第
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四国吉野川上・中流域の第四系（満塩・嶋）

Tab.l.吉野川上・中流域の第四系統合柱状図

吉野川中流地域 岩相 本山地域

第

四

紀

完新世 　　徳　上部層
　　島　中部層
　　層　下部層

犬

　　昼間層

皿

　　東川原層

皿

　　半田層

皿

　　中西層

皿

　土

　柱　高瀬谷川層

　層
　　　　　中上層

　群

立

　　　森山層

淡淡

言

士

　　　X/へ/へ．

　上奈呂層

匹

　大瀬層

匹

　吉野層

更

新

世

後

期

中

期 ●●Q●e・　●7緊匹

心で谷

･ﾀ､･､7.ヽ･.t9

前

期

4゛4゛･i>>"r-<sV

諏図示

　　？第

－一一

紀

鮮

新

世

本山地域は高知県北部の吉野川上流域で，中流域は主として徳島県
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付近からは，本流はほぼ直角に東方に曲流し，四国山地と阿讃山脈に挟まれた細長い平野部を流れ，

下流では広大な徳島平野を形成している。この本流には多くの支流がほぼ直角に流入し，そこでは

扇状地がみられる。また，上流域の高知県本山町から河口の徳島県徳島市まで，河岸段丘地形群が

発達している。

　上流域の基盤は主に三波川帯の結晶片岩類よりなり，砂質片岩・泥質片岩・塩基性片岩・珪質片

岩などがある。また，支流の穴内川は秩父累帯北帯中・古生界の神山層群を通り，御荷鉾緑色岩類

を突き抜けて本流と合流する。池田町より下流では，中央構造線を境に南部は三波川帯，北部は泥

岩・砂岩などよりなる上部白亜系和泉層群が分布する。

　これら基盤岩類と不整合に接して，鮮新統～完新統が分布している。上部鮮新統～下部更新統と

しては森山層が分布している。下部更新統には新称の土柱層群（満塩ほか, 1991)がある。これら

は先段丘構成層であり，丘陵を形成している。また，中部更新統は高位段丘と中位段丘からなり，
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１．:土住居群一中上層=(なかうﾉえそう，先段丘構戌層卜(loc.38。……Fig.4C)

〔命名者〕∧満塩大洗・竹田善博･ﾄ嶋十将志イ1991)ﾚ………==…………==し)=＼………:J
I
j =万J:::万II

〔模式地〕し徳島県美馬郡美馬町中上……………j=……万………∧ﾌﾟ……=………=j=……………二……:……ﾄ………=J几ﾉ1……………………………
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Fig.2B.徳島県大歩危付近の第四系分

　布（吉野川上・中流域の地質図一2）.

　2,昼問層　9,基盤岩類　ｄ,白川‥

　ｙ,吉野川　　　　ト

嶋） 91

層・30cmのシルト層・４ｍの藻層・30cmの砂層･｡20 cmのシ

ルト層・２ｍの藻層・１ｍめシルト層･‥lmの藻層・30 cm

のシルド層と堆積している。下部の藻層は固結度の高い本

流性藻層である。藻は0.5~15cmの円藻～亜円藻で，1～

5cmの円疎か卓越する。藻：マトリックスの比率は３：１

で，マトリックスの色は下部が灰黄檀（10YR7／4）で，上

部が灰檀（7.5YR7／4）である。これらは主に３層にわか

れ，それぞれ上方細粒化がみられる。藻種は石英脈が多く，

砂質片岩・泥質片岩・珪質片岩・砂岩１泥岩なども含む。

その上部のシルト層は青灰色で固結度は高く，藻はほとん

ど含まない。その上にのる本流性藻層は0.5～4 cinの円藻

で，分級がよい。藻：マトリックスは4:＋1で，牒種は下

部層と同じである。さらに上部には円藻を含む黄褐色め砂

層がのり，さらに固結度の高い淡黄灰色（7.5Y7／1）の火

山灰性シルト層と扇状地性の亜角傑層の互層がのる。藻：

マトリックスめ比率は２：１でレマトリックスは黄褐色で，

藻種は和泉層群起源の砂岩である。シルト層中には炭化木

片が挟まれるが，藻は全くみられない。上部のシルト層は

連続性が悪く，南側では層をなさず，扇状地層中にレンズ

状に挟まれる。このような炭化木片を含む厚いシルト層は

中上層の特徴である。露頭での本層の厚さは約12mである

が，基盤との境界がみられないので，実際の厚さは20m近くと考えられる。模式地では本層の年代

は測定されていないが，同層準（阿波町西谷・阿波町大久保谷の谷口・阿波町阿波の土柱）におい

て，須鎗ほか(1989)の火山灰のＦＴ年代によれば, 0.45Ma・l.OMa・1.3Ma等の結果が得られて

いる。　　　　　　　犬　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　●●●●●　　　　　　　　　　　●●

　木層は次に述べる高瀬谷川層に不整合に覆われる。

２。上柱層群一高瀬谷川層（先段丘構成層）　　　　　　　　　　　　　ニ

〔命名者〕満塩大洸・竹田善博・嶋　将志(1991)　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

〔模式地レ徳島県美馬郡美馬町中上(loc.38, Fig.4C)　　十　レ　　　　＝

　〔分布〕三好郡三野町以東の吉野川沿い。分布高度は約標高200～70mト

　〔層厚〕約20m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　〔層相〕模式地の露頭では，下位の中西層と不整合に接七ていて，下部から約7mの亜角疎層・30

cmのピート層・50 cmの黒色泥岩層･ 10m亜角呻層となっている。下部の角疎層は0.5～15 cmの亜角

呻～角疎よりなり，分級が悪い。呻：マトリックしスの比率は3二１で，マド‥ﾘｯｸﾚｽの色は淡黄檀

（10YR8／4）である。疎種は和泉層群の砂岩である。しその上部に黒色のピート層がのる。＼ピート

層中には0.5～2cmの亜円喋が混入する。さらにその上には和泉層群起源の黒色泥岩の疎層がのり，

0.5～10cmの亜角傑より成り,しよくしまっている。疎：マトリックスの比率は３：１で,ヶマノトリッ

クスめ色は灰黄檀（10YR7／3）である。最上部は和泉層群起源の角傑層が厚く堆積する。＼これは

1～50 cmの亜角傑層よりなり分級が悪い。傑：マトリヅクスの比率は５：１で,∧マトリヅクスの色

は淡黄檀（10YR8／4）である。映種は砂岩が多く，泥岩も含まれる。犬全体的に上方粗粒化か見ら

れる。本層中のピート層の花粉分析を琉球大学黒田富美雄氏に依頼しているが，結果はまだ得られ
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ていない．しそれ故√本層の年代は今のところ不明であ万るﾚが√=冲土居の上部壱覆ﾚ万七おり√走行傾斜

がほぼ同万じであるためにに前記の中上層とほぼ同年代では=なﾉい:加古考えﾉらjれ=る:。j……………j∧・.･・　.・

B｡/中部更新統＼レ‥‥‥=＼　　　ｊ　　　＼　………〉…………万…………

Ｌ＼中西層(高位段丘構成層)　　‥‥‥‥＝＼犬上＼……j…………=

〔命名者〕ト満塩大洸し･竹田善博･土嶋=将志/(↓991)ﾚ=:=……………………＼……

〔模式地卜徳島県三好郡池田町中西(loc. 11, Fig.4A)……………I……::……j万

〔分布〕し高知県長岡郡大豊町４徳島県美馬郡脇町。ﾄ………分布高度は標高約320ト150m。
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牛

Fig.2D.徳島県三加茂町付近の第四系分布（吉野川上・中流域の地質図一4).

　１,沖積層　2,昼間層　3,東川原層　4,半田層　5,中西層　6,高瀬谷川層　7,中上層

　七井内谷川　f,加茂谷川　ｍ,増川谷川　ｋ,河内谷川　　　　　　　　∧十

9,基盤岩類
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　〔層厚〕約10～5m　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　犬

　〔層相〕∧模式地では，本層は疎層のみが分布している。全体的に風化がよく進んでおり，クサリ疎

か多く見:られる。下部には分級がよく，固結度の高い細疎層が約1m堆積している。約0.5~5cmの

亜円傑よりなり，約1 cmの傑か卓越している。疎：マトリックスの比率は１：１で，マトリックス

の色は灰檀（7.5YR6.5／4）である。疎種は砂質片岩・泥質片岩･j脈石英・珪質片岩・塩基性片岩・

泥岩である。その上を３ｍの傑層が覆っている。この層は下部に比べて分級が悪く，約1～30cmの

亜円傑よりなり，！～5cmの疎か卓越している。疎：マトリックスの比率は１：３である。マトリッ

クスの色及び傑種は下部層と同じである。本層は東川原層に対して60～70mの比高差をもつ。

　また，本層の大豊町西寺内における露頭では，下部から約50cmの火山灰層・50cmのシルト層が堆

積している。下部の火山灰層には亜角傑が混入する。上部の疎層は約0.5～6cmの亜角疎よりなり，

傑：マトリックスの比率は１：４でマトリックスの色は淡黄橿（10YR8／3）である。疎種は砂質

片岩・泥質片岩・脈石英である。上部層には炭化木片が見つかっている。この火山灰は今のところ

年代測定は行なわれていない。

　本願は基盤岩の三波川帯りﾛ泉層群などと不整合に接している。また，土柱層群の上に不整合に

のる場合がある。

２。半田層（中位段丘Ｉ構成層）

〔命名者〕満塩大洸・竹田善博・嶋　将志(1991)
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〔模式地〕⊃徳島県美馬郡半田町高橋(!oc. 44トＦ汝犬4q):………………………J……

〔分布〕三好郡池田町以東よ分布高度は標高約160ト80血ふﾉ………=………=ﾉｹヶ

工層厚卜約40姐　十……　　　…　……………　………=ﾚ上j……

…万…………………=.ト……j･.･･I･..=.･

　〔層相〕＼本層はほとんどが単調な円疎展で√半ノクケサザy榛が見]ちニれノる6………模式地=セこは 5～30 cmの亜円

酸４亜角疎かﾚらな宍り,ト3～10cmの疎か卓越しでいっるふｹﾞ疎①ﾌﾟﾄﾑﾘ〉デグメの比率は1づ＼1ﾚで,ニマド＼リッ

クス坏)色は灰黄檀＼(10YR7／4)でしあノるレ傑種は砂質片岩ﾒｿﾞ泥質片岩ｙ/脈石英fjし塩基卜吐片岩ﾚ，珪質

十岩である。………＝　　　　　１　‥‥‥:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥:………＞……………………1………1…………ﾉ……………=……1…………=＜＼j………j………:‥‥　‥　‥‥片岩である。幻ﾀﾞL CりへJO………　:　　　　　，　ﾌﾟ･　　／･･　　　　．一･∧･　･ぺ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1‥‥‥‥‥‥:･

三好郡三好吋中屋の露頭では,レ下部から2＼ｍ雨月錬膚こ･万……:万2==ぷめテザ

円疎層は本流性lｙ:0.5~40cmの亜円傑か万らなザ:,ﾉﾄﾉ:口トレ6

I

とi=:ｽﾞ

ｽﾞﾌﾟめ角疎層が見られる。〉下部

の比率は2j : Iで,……マト|ﾘヽツクスめ色は淡黄褐灰〉(排YR7.5/2)ｿｹ･1=･.,才さ1万あ.･.･jる．……疎

片岩・〉脈石英・珪質片岩ﾚ･砂岩・泥岩七あﾚるふ上部層討扇状地性々に皿5~20

磯子マトリルクスの比率はｉ〉：＼１で√マトリックズの色は下部土同/口々ﾉあ=る．

の砂岩であるｓし‥レレ　　　　　　　　　　　　……………ﾚ……〉………:……f…………j……|=ﾌﾟ:ｿ1…………:=

リックス

岩・泥質

冷心成ﾚる。

重は和泉層群起源

の砂岩である6し‥:＼‥‥‥　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥:………ノ………:……f……………j………l=ﾌﾟﾑ=J…………:=＼ｿﾞ1…………j………十八=
……

…:　　ト

　また，三好郡池田町の露頭では0.5~20cmの亜円疎かﾄら］なり/4…………疎;:万Iｻず万:ﾄ|:万･Jぐ

で√マ下リックズの色は淡黄檀（10YR8／3卜であﾉる√疎種ﾚは砂質片岩ｙ泥質片岩,･し脈石英ﾆ･珪質

　　　　'．・　　'　　　．　　．　　　　　'．　'・．／．．･／・　　・．･･　．　･．Ｉ　．･･

Fig.2Eレ徳島県貞光町付近め第四系分布＼(吉野且|上水中誰域叫也質図÷5).……＼コj………

トリ中積層ﾄ2灘間層□3,東川原層j 4,半田層……町中西層……………6･･;･=･高瀬谷川|層(土柱暦群上部)ﾉ=

ト7冲上層(土柱層群下部)

‥

9,基盤岩類∧h萍田川<（貞光川二卜沖野谷川…

…

…k,=鎌倉谷川

　皿6,野村谷川∧1,井口谷川　　＼　‥‥‥　‥‥‥∧＼……………………トト…………]ﾉ………==∧………………:……………]…………
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Fig.3A.高知県大豊町豊永付近の地質断面
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　2,昼間層　3,東川原層　5,中西層　9,基盤

　岩類　Ａ－Ａ' ；Fig.2A参照

Fig.3B.徳島県池田町付近の地質断面図.

　2,昼間層　3,東川原層　4,半田層　5,中西層

　Ｂ-･Ｂ’Ｃ－Ｃ≒Ｆｉｇ.2C.参照　　　ニ

片岩・塩基性片岩・緑色岩・砂岩である。なお，

　本層は中西層に対し30～50mの比高差をもっ。
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圖

9,基盤岩類

この砂岩疎は和泉層群起源のものである。

半田層に対しては10～20mの比高差をもぢ，不整

　なお，木層では直接年代を示す資料は得られなかったが，徳島県三好郡美濃町太刀野の路頭にお

いて，ピート層が確認され，琉球大学の黒田登美雄氏に花粉分析を依頼中である。

30e

250
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1 0 0
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６
７
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回
■
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１
２
３

Fig.3C.徳島県三加茂町付近の地質断面図.

　1,沖積層　4,半田層　6,高瀬谷川層　7,中上層　9,基盤

　岩類　D-D' ; Fig.2D参照

５

９

Ｃ’

Fig.3D.徳島県貞光町付近の地質断面図.

　1,沖積層　2,昼間層　3･,東川原層　6,高瀬谷

　川層　7,中上層　9,基盤岩類　E-E' ; Fig.2

　E参照

３。東川原層（中位段丘ｎ構成層）

　〔命名者〕満塩大洸・竹田善博・嶋　将志(1991)

　〔模式地〕徳島県三好郡三野町東川原(loc. 33, Fiか4B）　　　　　　　　ニ

　〔分布〕高知県長岡郡大豊町～徳島県美馬郡脇町。分布高度は標高約280～60m。

　〔層厚〕約８ｍ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　〔層相〕模式地では，下部から約６ｍの円傑層・約１ｍの角傑層・約50 cmの円疎層となっている。

下部層は約1～10cmの本流性亜円疎からなり，2～5cmのものが卓越している。傑：マトリレタス
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の比率は）3:」で,＼マトリックス=の色は灰黄檀(10YR7/3)……:懲あ=る:。

脈石英･し珪質片岩・塩基性片岩・砂岩・泥岩であるふ上部偉0.5ﾄﾉ↓O�

・泥質片岩・

脈石英･し珪質片岩・塩基性片岩・砂岩・泥岩･であるご上部憐o;ﾚ5ト10�聯扇状地性の亜角=T陣から成

るむ傑：マ下リンクスの比率は寸±2で,＼マ上丿=う……ｸ:.ス：･の色･Ｕ

は大半が砂岩で，泥岩も含まﾉれる丁最上部は本流性の亜ﾕ円錬層了√＼下部層牡も鋲と/似てﾉいるo 0.5

～10 cmの＼亜円陣‥か＼らなりﾄ,上傑･:マトしﾘ△ツグズの比率は尚31……Ej……=･!=.･yl..懲,万万=ﾉﾆﾌﾟ⑤サッ……:::ｸ･.･ス･.2:め･色･yC.ま淡黄檀

(10YR8／3)△である．つ陣種は下部層と同七了あるレ＼＼……□………＼∧…………………＼ﾀﾞｹﾞ………:…………………＝ﾀﾞ万　丿

　徳島県三好郡山城町の露頭及び同美馬郡半田町聯露頭にﾉ壮いて√本層には火山灰が確認された．･

半田町四火山灰についてはＦＴｊ法を行なったが√含有さ]れるタスルノゴ∇ソめ自形率が=ﾚ5………％であっﾄだため，

年代は測定できなかった。I ＼ll(cK･ひ･i-JAC-"--cr 'tjv/v･ ･-^' ^O　　　　　　　　　　　　..･　.‥==　　･=.　　■■■　■■■■　■■　■　■■　　■

本層は基盤岩め三波川帯・和泉層群

I

･第四系の土住層群を不整合仁覆丿でyいﾉ乱また，

r¬.･ l･●ゝ　一一JI⌒　入八　，ヽ11七一礼£-.ぶ！　　　　　　　　･.･=･.･.･.･･.　･･･..･.･.･･.　　････.･.・:..・　･.･.

間層に対して10～30血の比高差をもっ。

Ｃ／上部更新統　　‥‥‥‥‥‥‥

１レ昼間層（低位段丘構成層）犬

　〔命名者レ満塩大洗･竹田善博・嶋
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Fig.4A.高知県木豊町豊永付近

loci一則∧高知県大豊町豊永付近(Fig. 2 A)

loc.9二1町ｿﾞ徳島県池田町付近△(Fig.2C) H,･

Ｌご瀞間層∧丿,不明
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〔複式地〕徳島県三好郡三好町昼間(loc.22, Fig.4B)。

〔分布〕高知県長岡郡大豊町～徳島県美馬郡池田町。分布高度は標高約220～70m。

〔層厚〕約６ｍ

150

[謡物朗

[班]角朗

［]]鯛

E三三]シルト層

尚　
響
一
訟
一
回

叫
し
ト
こ

０

Mn
踊

■lf-ﾄｌ

回目火山囮●

回ﾐ]騨・

一整合

一不整合

　
　
　
　
　
　
Ｌ
圓
科

　
　
　
Ｌ
回

　
　
　
　
　
諮
回
目

　
　
　
　
　
長
門

　
　
石
門

昌
回
問

昆
冑
」

　
畿
隨
頌

　
　
　
　
Ｌ
閣
麟
鋼

工
貼
�

　
　
百
聞

　
　
　
蕊
紐
］
贈
門

翌
腸
胚
一
Ｔ

MI

鰯

97

Ｅ
頌
」

１１９　２０　２１　２２　２３　．２４　２５　２６　１２７ 2 8　２･９　３０　３１　３２ 3 3･ ･３４　３５　３．６

　Fig.4Bﾝ徳島県池田町付近丁徳島県三加茂町付近までの柱状図＼(各地区の柱状図一2).

　　100.19-21 ;徳島県池田町付近(Fig,2C) loo.22-36 ；徳島県三加茂町付近(Fig.2D)

　　Ｈ,中西層　Ｍ Ｉ ,東川原層　Ｍｎ,半田層万　Ｌ,昼間層

　〔層相〕模式地では，下部から4mの疎層・40 cmのシルト層j.∇lmの疎層となっている。下部の傑層

は分級が悪く, 0.5～50cmの亜円疎からなり，上方細粒化がみられる。傑：マトリックスめ比率は

下方で/は３：１，上方では１：２となっyでいる。マトリックスは砂が多く，色相は淡黄灰

（2.5Y7／2）である。疎種は砂質片岩・泥質片岩・脈石英・珪質片岩・塩基性片岩・砂岩/･泥岩で

ある。この中にはクサリ疎か混入するが，高位もしくは中位の段丘か:ら供給されたものと考えられ

る。その上には鉄板層を挟んでシルト層がのる。シルトの色は淡黄灰（2.5Y8／2）である６その

上部の藻層は1～5cmの亜円疎より成り，上方粗粒化がみられる。分級は比較的よく，下部疎層の下

方によく似ている。疎種は下部層と同じである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　本層には徳島県三好郡山城町川成の露頭において，火山灰が確認されているが，その年代はまだ

測定されていない。　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●　●●　　　　　　　　　　　　　　　●●●●

　木層は基盤岩の三波川帯や和泉層群・東川原層の上に不整合でのる。
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讐

200

150

100

50

０

Ｄ．完新統一．

１／沖積層（徳島層相当層）

ピート層

火山灰層

皿岩

整合

不整合

本層は地表からは直接観察できる露頭が見ら.れなぐか言だ皿):式……j･.･ボ÷に1リング柱状図をもとに記述す

るｏニ　　　　　　　……　………:　　　　　　　…………＼]……〉〉……1.<……:＞ﾐ.……:ﾌﾟ……………〉…………じ∧∧……………………

　〔分布レ吉野川上流から下流にかけての全域にわたﾉ石沖積面………＼:

六

万………………=＼に………=，＼…

…

……

　〔分布高度〕標高約200mぺ40 mトし　　　………:……ﾆﾑ………=才犬ﾉ………ﾚ………万……j＼＼==∧ﾚ1……=………＼‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　〔層厚レ約40mト．．･

．

．･．･．・　．･　･．　　　．･

．　　

･･　・．　． ･

．

ﾚ‥

‥

‥＼…

…

………ﾚ<コ

..=.一二〉…………＼=……ﾚﾚﾉ.ﾚﾉ‥‥‥‥‥:･:=.………＼……=/.･.

.･･.･.･..･

･　　　..
･・

　〔層相〕下部から22 mのシルト混=レり砂味層･ 18mO且傑混仁裡φ砂味層とｹﾞな丿ｙている．まﾉこ，場

所によらては地表か＼らﾄ8m前後に厚さ:約２ｍの＼シ皿下層を挟むレ＼……＼宍六大＼:………

…

…六万…………

　なお,▽本地域の沖積層は，徳島平野付近では徳島層べ中川:=ぽか,く1967)と命名ｹﾞされているものに

対応する．レレ　　･･

■

･　

■■　■■■

･■■　■　　　ト　　　　＼………'に　＝=＼……………ｻﾞJ……

I

/…

………=＼二!………＼∧∧ﾚ十〉j……
I

j=し‥‥‥‥‥

　また√/これらの地層群の対比にづjいては，紙数制限のだ]め省略するｹ．＼………:………=………………………
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堆積物の分析
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　ここでは吉野川の形成史や堆積環境などを解明する手段として，各層の傑構成についての堆積学

的検討を行なった結果について述べる。これらの分析項目は，Ａ）疎種組成・Ｂ）疎の形状・Ｃ）

傑の円磨度・球形度・Ｄ）粒度分析である。

　傑の円磨度・球形度及び粒度分析については全露頭について分析を行なった。また，疎種組成・

疎め形状・円磨度・球形度については，各層ごとに10km間隔で露頭を選択して，それらの変化を調

査した。なお，本章については紙数制限のため図示はしていない。　　　＼　　　　　　　　し

Ａ）傑種組成　　　　十

各地点ごとに，分級の良好な場所で採取した100個以上の疎を同定して個数百分率で表した。

　中西層を除いて和泉層群起源の傑はあまり多く含まれない。また, 80kni地点（池田町付近yでは，

中西層以外は脈石英が多くて，同様の疎種組成を示している。ごのことは中西層の堆積環境が他の

３層に比べて，特に相違していたと考えられる。また，冲西層と半田層では, 80km地点において和

泉層群に特徴的な粗粒砂岩疎か小量含まれる。それぞれの露頭は，基盤岩の和泉層群が見られる地

点より約1kmほど上流であることから，これらの層が堆積した時代には一時的な逆流があったもの

と推定ざれる。　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ニ

Ｂ）疎の形状　　∇

　各地点ごとに，分級の良好な場所で採取した50個以上の疎について，そのサイズ（長軸・中軸ｉ

短軸）を計測し，傑を形状ごとに区分して個数百分率で表した。ト　　　　　　　　　　　犬

　全体的にみて，小判状疎かもっとも多く含まれており√球状疎は非常に少ない。円盤状疎と棒状

疎は場所によっては差異はあるが，ほぼ同量含まれるレ中西層と半田層は下流ほど球状疎か減る傾

向にあるが，東川原層と昼間層では下流ほど増加の傾向がある。また, 80kmまでは疎の形状が大き

く変化しているが，それよ力下流では比較的安定している。　レ

Ｃ）疎の円磨度●球形度　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　犬　　　　　　犬

　各地点ごとに，分級の良好な場所で採取した50個以上の疎について，円磨度印象図(Krumbein,

1941)によって円磨度を測定し，その平均値をグラフで表した。ﾀﾞまた，その疎の長袖・中軸・短軸

から球形度を計算レ(Krumbein, 1941),その平均球形度４球形度標準偏差・球形歪度をグラフ

に表示して検討した。　　　　　　　　　　　　　　　ヘダ　　　　　　　　　　　　　　　＋

1．平均円磨度

　中西層を除いて，各層とも下流ほど高くなる傾向がある。中西層は下流ほど低くなる傾向がある。

80～60kmにかけては，円磨度は変化がないか，あるいは，少し低くなる傾向がある。

２．平均球形度

　これは上流側ではその下流ほど高くなる傾向があるが, 100～80km地点からは下流ほど低くなる。

３．球形度標準偏差（分級度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クニ

　各層とも下流になるにつれて，数値が小さくなる傾向かある。ただ七, 0.14より小さくなると，

平衡状態になる。特に昼間層と東川原層では，90～80kmで最も数値が低くなり，それを越えるとわ

ずかに高くなる。　　　　　　■■　■　■　　　　・・　　　■　　　　　　■･　　　■　　　■　　■　　　　　■■　　■

４．球形歪度

　全体的に各数値ともＯに近く，対称に近いことがわかる。また, 110km ・ 80 km ・ 60kmの各点では

正の側（球形度が低い側）に偏り, 90km ・ 70km ・ 50kinの各点では負の側（球形度が高い側）に偏っ
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ている，　　　　………=‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥‥万……………=…………1コ:･＼.∧＼………J…………:･=j…………I

　以上のごとから，ﾚ中西層め堆積環境は他の層と]比卜で特に祖違し七い=る二と

流側では比較的安定な形状変化を示しでいるφ万に対七=す√80kmか]ら下流で/ぱ

している。＼∧　………十□………
I
‥‥‥　‥‥‥1…………………………∧ﾉ…………＼………………∧＼＼＼……:=

Ｄ）粒度分析‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥へ＼ト

し全露頭にjおいて√採取した堆積物の粒度分析を行なﾉい√ﾄ

Inman (1956)の方法を用いて算出七だ。これらをﾉもﾄとﾉに，

考えﾚられ

不安定lな

る。ま＼た，上

形状変化を示

中央粒径値･十平均値y(分級度・)歪度を

十各層にお討くる堆積枕タメサタ¬の変化

を頻度曲線で表した．また，これらの堆積パラメダダ÷ぐの:相関関係=につ)いて]も検討した．……なお，tﾋ

l.●..●I●■　■■j･...･・　・~●-●-●--■-･㎜・　・　・　　　　　･-･　・　　　　　･･･
較のために√現河川め本流性堆積物比ついても同時に検討しだノ∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－㎜－　　■〃-･’●-　・　Ｗ■■■■　　■　　■■　■　■　■　■
１ト中央粒径値‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥=…………………十∧ﾉﾉj………=:……:…………:………＼……………＼＼………

　東川原層の報が現河川のものに最も類似‥し七いぐるレノま……八万,し……各層,と万も十時的に高い値を示す点がみ

られる肌新七いもφぽど下流側に移動している=。………まJ･1ﾉ

地層ほど高い値を示しでいる。　　　ト　＼　ト＼………j………j……
Iﾚ……万万……ﾚ………=………………………………:…………

2｡分級度犬……………∧　づ　１　　づ　　………∧……ﾉ……＼……………万………万ﾉ〉…………:･＼………＼………＼上=…………I…　………

　　･･･－･｡-㎞　･●S■－｡　　－■　　　・

ｉ　ノJ7瓢χむ５ζ,＼.･.　･･･　　　l･　　　　　　　　　　　　　二・..･コ...＼……………:.゜･.･　=･　‥‥‥‥1……1.･.･･.･･.　.･･.

各層とも上流側では分級が悪く, 80km地点で極端に:分級が良才く＼なﾄつている＼こ＼と:がわかる√しかも，

新しいものほど分級が良宍くなるj傾向があるレ同時に有れ]よ……り･

悪くなっでい]る。△ただし4中西層だけはこめよ/うこな傾向かみ

たと考えられる。

３レ歪度

　各藻層の歪度は古いものほど変化が少な/く,▽0ﾄに近tﾉ

km地点では各層とも歪度は小さごく＼な丿ているレそしT,

ていIるよﾉ　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥＼………

70瞬地点では,……再･び分級が

ぎくﾚ異なっでい．

y)……

Ij.･こ･.と･.･力.4｡一わ･ｶヽ,=･るJまた，80

いﾉもヤ)は……ど歪度が大きﾉくなづ

●･'aJo･　　･.･　　　　　.・　　.一一　　　.≒･　　　　一一..一一一一.　.･.･..･: 一白………………:I･.･　j･ト･..‥ト･.･‥　　･.･･で･I ･.

これらの:ごとを総合すると,＼80km地点が堆積環境φ変換点と:曹⑤ﾉでいるﾉと考え〉らしれ=るノぞして，

80km地点では分級が良く√歪みの少ない値を示七でいくる七ﾄとﾉかこら;………:･.･:流れが速ぐ,y＼･=し･ｶ･も:一定な状態

で堆積したことﾚが考えられる．しか七，古いもめぼど分級か悪い:が,j万歪み力1少なﾉくﾉな=うてヤるこ/と

ゝ　二　　●　.･●●-==4　●，http://wwｗ．.．.　－　　－.■　　■■■■　■■■■■■■■■　　■から,犬古い地層の方が流れが遅くにしかも

４レ中央粒径値と分級度１歪度の相関関係

る。

　　　　　･･　・　･･　-===---　･■･-〃－　････-･-･--･'･1 ■　■■■　■■　■■　　　　　■■■■■■■■■

　若干のザデヅキ宍はある=が，中央粒径値が大ぎく＼な==るｿにう=れて√＼分級度が大き十く＼なゲゴている。十また，

中央粒径値が大きぐなるにっれ=で，。歪度が負の方,にかたくよ＼石傾向が明ｿらかであ]るレまた√歪度と分

級度の関係では，分級度が大きくなるにづれて歪度が負の方にか七よる。………:j=…………＼＼:し…………

　.J.匹ﾐｰ　。･４　　･■●●　・　　。･Ｊ－。■　　・　　　・　　　・・･･　　　　・　各層ごとの比較で:は√分級度につ=いては昼間層=は比較的分級Jのj悪卜ぽう:に偏つjているノそれに対

して√東川原層は分級の良いほうに偏うすお呪……中央粒径値征子ドドナ=2ﾉφ付近心集申していっも。

昼間層はバラツキが激しく，分布にそれほどめ4

近，歪度で0-0.2付近に集中七ている。中西層

付近に集中しでいる。jまたレ半田層と冲西層め分布は非常に=よﾉ

　歪度にづいてはレ昼間居は0.2-0.5付近に集中して卜

に集中しでいることがわか:=る。また丿半田層はﾚO＼トo±2に

いる。:これらの事実から，昼側層鍵粗粒であ右が丿他ﾉめ

1田層は中央粒径値jでー↓φ付

9,7･ぺ……中央粒径値首晋ド千1し5φ

ばト0.4~0.5付近

ﾉ中西層揉o]卜Oj4付近に集中して
■　■　■■■－　＝－=-¶■■･　･･　・　■W

は細粒でレあるレニ……

…

……

…I=

J
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‥　　段丘面の比高差及び隆起
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　，ここでは各段丘面の比高差の変化を表したFig.5・6から，地殻変動や構造変動について考察する。

＼全体的にみて，上流側の特に80km･ｙ110kmの地域では，各層ども比高差が大きくなっている６東

川原層では特に比高差が大きく，２段階の変化がみられる。＼　し　　　　　　　　　　　　　　　＼

　昼間層ではまず, 75kmの所で約5mの上昇変化がみられ, 85kin地点において大きくて約15mも比

高差が上昇変化している。しそして, 100㎞～105㎞ほどにかけて約5m下降し，つさらに120kmまでに約

5m下降がみられる。　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　上　　　　　　　＼　　　犬　　上

　東川原層では60km～75kmにかけて，約15mの上昇変化がみられ，さらに90km～110kmにかけて約

20m上昇しよそれから120k]nで約15 m, 130kmで約15m下降している。

緬
価
　
古
同

河
川
底
面
か
６
の
比
友
間

ｍ

longitudinal prof ile of river

　　　　河口からの睡ｉ離

Fig.5.吉野川の縦断面図に沿う=各層の分布

　　　河口からの眼離

Fig.6.各段丘構成層の比高差．

昼関層

東川原層

半田層

中西層

km
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　半田層では55km地点で約5mの上昇がありﾚ,ﾌ60km~70姐卜80㎞この間では約25mの上昇がみられる．

　中西層は地点数.が少な＼く√明確なことは不明･であ石机……
I::80km･卜90kmにかけて･約30mの上昇がみら

れる．………：　　　‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥ﾚ……j………:=･十=1………＼……I……………:=ﾚ･=……1…………十…………∧＼く]…………

犬このような比高差の変化は,犬地盤め隆起や沈降ﾚと犬関係七でい希ﾚと考えﾉら=れるしこりような傾斜を

していたのであれば，河川勾配が現在よりさら＼に=急ﾉ昔あﾀﾞ･うﾚたこ……:万一と.一一lこ･な･=り･･，粒度分析結果での古い地

層ぼど河川の流速が大きかうたという結論に矛盾する6ｽﾞﾚﾉjﾀﾞ=…………=j･

　以上のととを総合すると,ニ70kni付近比おいて

の差がみ/られることから，東川原層形成以降に

らOト90km付近に第２の隆起境界があるし=こ4:と=

り√昼間層ﾉと東川原層の間に隆起量

まﾉら=ためではないかと推測ざれる。まごた,･

川と=の比高差犯は変化がないこと

か/ら，東川原層形成時には逆に沈降があうたも(のこと考え≒られ)るごﾌﾟそ七=首,……110kmん130km付近で再び

隆起量が小さくな1つ:ている。ぞこで, 90km～110km付近が最:も隆起量が大きいくこﾚと:がわかるレ　＼

古池田盆地の形成∧＼=……

　池田地域め地質と地形はき=わめて複雑であり,し吉野川の蛇行や本プルの丘陵及び中央構造線など

は,ニ古くしから論議の的となっているレレ　　‥‥‥=j………………＼＼………＼………ﾚ………j………………………j……万‥‥‥‥‥

　中川ｙ中野上(1964b),∧中川(1965)及び須鎗ｙ阿子島:………(1978)白･4j.と･よ゜･1れ｡･C.1,｡｡･中央構造線は北傾斜3

0度前後め低角度ﾔで北より＼南へ衝上し，池田新山峻南側を通程↓:………=:岑……ら=万:lこイタノ１白地を=通1つて，馬

路川沿いjに西方へ続くとし＼ている。一方,し岡田(1968,ﾄt97町1990)…………万に

(池由町丸山･/深山間を通る断層)を池田断層と命名し,………:これ力了中央構造線七/あると＼しﾉだ。ノまた，

ホソノの丘陵については古崖錐に地滑り＼地塊が移動七でにくめﾅし上げﾉだ]も＼めトとしたレ＼し　ﾚ……

　筆者らは池田付近の第四系の露頭を詳しく調査した結果√……4ヽく万1う力?の新事実と疑問点を発見した。

　これら＼は以下のよう七ある。なお，基盤深度や柱状図は紙数の都合T芒省略すﾄるﾀﾞよﾚﾀﾞ万　　………

　１)＼ホヅノφ丘陵の古崖錐堆積物申=にはかなり円磨度の高=い円舞層が含まれる。ﾉ……万　………

　２)ニ丸山の南の新露頭において=円疎層が観察岑れ,……万そ｡･･･φ1万:円=傑層体フ下ﾘｿﾚｸｽの色相:(淡黄灰，

2.5Y7.5/2)丿や疎のクサリ程度から，かなり新し卜ものﾄさあﾉるﾚ可能性=が確認/さｿれた。……………

　３)同様にレ丸山の北西の露頭にお=いて新鮮な円丿疎層=………:(色相≒=淡黄宍灰√②5Y7/2)が観察され

たｏ　　六万　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼…………＼……/｡ﾄ:ﾉ……………1…………:＼=………………ﾄ………1…………＼;………

犬　4/)=シン々チの連続露頭において，マトリックスの色相］灰檀,………7.5:ＹＲ７／4)トや疎のクザリ程度

(クササ傑)＼から風化の程度がかなり進んでいるごと=が確認ﾚざれjだノ＼…………………………万　＝　ニ　犬

　５)池田町中西の中西層の露頭と白地の半田層回露頭に,………不口泉=層1群宍の砂岩疎か混人しすいjること

が確認=さ＼れた。トこめ付近の基盤岩は結晶片岩であﾉるﾉことくかﾉ=乱＼………約ｿﾞt……k皿以上も下流域がら供給された

!■-Cロノ　S､IIUJIBPが（ijロJo a/uiμlML>＼iiiふy/'d. ｘ（-ねimissouuiふ1リプ石不こIX=､………m

あるこトとが分かる。とのことから、池田平野め未固結層ぱか:なり厚､くく耳

以上めことを総合する)と，以下のように考えら,れるよ
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ａ）池田の平野部はこれまで指摘されてきたような低位段丘ではなく，それより古いもめであると

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

ｂ）上流域の段丘面との比高差から考えて，この地域は沈降を一時的もしくは継続的に起したもの

と考えられる○　　　　　　　　　　　・　■　　　　　■■　■　　　　　　■■　　　　　　　　　　　　　■　■

ｃ）上流で発見された和泉層群の砂岩陣は，吉野川の一時的逆流によるものと考えられる。その原

因としては，地滑りなどによって吉野川が閉塞されたためではないかと考えられる。

ｄ）丸山の円傑層は地滑りなどによって川が閉塞された際に，河川が氾濫して堆積したもめと考え

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　＝　　　　　　∧

ｅ）古池田盆地の沈降に伴い，湖沼を形成七ていた可能性がある。ボーリング柱状図からみて砂層

の厚い堆積からもこの点が指摘される。　　　　　　－　　　　　　　　　△　　　　づ

考　　察

　以上の分析結果から，吉野川の形成過程の考察を行えば，次のようになるであろう。

　土柱層群が堆積した前期更新世の頃には，吉野川に沿っていくつかの湖沼が発達し，それらをつ

なぐ河川の流れは穏やかで，河川勾配も小さかったものと考えられる。そのような状態はおそらく

中西層の堆積した中期更新世の頃まで続き，やがて吉野川上流域の隆起に関連した大きな堆積環境

の変化があったものと考えられる。yそれにより，池田地域を境に上流域では河川勾配が急になり，

河川の流速が速くなったのであろう。　　　　　　　　　　　＼

　その後も地盤の変動が続いた可能性があるが，おそらく前者の状態を継続するようなものであっ

たと考えられる。

　こうした形成過程は，加賀美・満塩ほか(1991, 1992)ﾀﾞによる四国山地の隆起を支持するものと

考えられる０．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･■　　　Ｉ　　　・　　　　■　　■　■

　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め

　１．本地域の第四系は先段丘構成層の土柱層群中上層･土柱層群高瀬谷川層，高位段丘を構成す

る中西層，中位段丘の半田層・東川原層，低位段丘構成層の昼間層，沖積平野を形成する沖積層に

区分される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　２．地形及び各段丘の比高差・傑の特徴などの調査により，低位段丘の昼間層にクサリ疎が混入

しているのが観察された。これは，中位もしくは高位の段丘堆積物が河川によって浸食・運搬され

て再堆積したものと考えられる。＼　　　　　　　　　　十

　３．段丘堆積物の分析により，河口から約80km上流の地点（池田町付近）が堆積環境の変換点で

あることが判明した。また，中西層とその他の段丘構成層とでは堆積環境が大きく相違しているこ

とが明らかになった。

４．これまで池田下位段丘（岡田, 1967)とされていた層は，マトリックスの風化度などから中

位段丘より古いものであることが確認された。

　５．各段丘ごとの比高差の比較により，上下運動が起こっている可能性が確認された。具体的に

は，東西方向では西側が，南北方向では南側が隆起し，特に河口から90km～110km付近がもっとも

変化が激しいと考えられる。

　なお，本調査地域の東方，脇町・穴吹町以東から吉野川河口付近までの調査結果については別報



104‥‥‥‥‥‥‥

する予定である。

高知大学学術研究報告∧第43巻∧(1993年y=土自然科学j………………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　■■

　　　　　　　　　ニ〉ｙ　謝…………辞＼………＼◇…………ﾉ………………f………j

I: I

:jj::=j

　∧本報告を行なうにjあたり，し城西大学の加賀美英雄教授………9JI:高ﾀaj大学jの岡村

の岡田篤正教授には貴重なご教示:をいただい刄ノま拡ノ人間ﾒﾚ環境変動研究会φか=だがた，特に橋

本浩司氏には多方面でご協力をいただいた。‥以上の方々……に心粛:り感謝すﾚる6………:…………………

　　　……y　　　　　　…………文　＼献乙==…………j…………＼………………I……十才……………………

阿子島功:･須鎗和巳：中央構造線吉野川地溝の形成過程に

加賀美英雄j ･ 満塩大洸・武政広希：四国山地から土佐湾に

＼層にやい七ぺ∧域酉木学研究年報,しVol.」5トロト1∀

加賀美英雄，満塩大洸・大和雄一：四国山地の隆起:と城山層ｊ/滝

　レ５;＼拓271-283 (1992)二　‥‥‥‥‥‥‥‥十=レ∧

=ｙ皿/叩詣)yト428ト442 (1989)

ダ:ツ:セ性堆積物の研究二特に城山

泗堆積環境よ=第四紀研究,上Vol. 31 No

満塩大阪・山下修司∧:四国四万十川の第四系,ニ特に形成史に関ﾚしてL………高知大学学術研究報告,ﾚVol. 39寸p. 10

　　9→i26 ･(1990)･　･.　・.･･･.･　　　..･　.･..・・..　　.・･.･･十………1………=.………万……]……＼………ﾚﾔﾚﾚﾚ<∧………………………＼………………:.・.･.

満塩大洸米竹田善博し･嶋将志：

満塩大洸）:加賀美英雄ﾄ:四国

中川衷三]・寺戸恒夫・増田 大学学芸紀要，

／Ｖ峠｡18 ;4〕√7リ3 (1968)…………………ト………＼……………=･jj………I二j………ﾚﾚ＼土一一＼ﾄ…………………………

岡田篤範＼阿波池田付近の中央構造線の新期断層運動レ第四紀研究く万万万Vol. 7 ; p. 15こ-2:6 (1968)……j万　　　十

岡田篤正丿吉野川流域のj中央構造線の断層変位地形と断層犀動速肥＼地理学評論, Vol. 43 ；ｐ. 1-21 (1970)

岡田篤正ｙ讃岐山脈南麓域め中央構造線にそう新期断層運動卜須鎗へ(阿子島氏の反論に対する回答∧(そめ２)

……及=び断層変位地形の補遺-. MTし(中央構造線),==……旅………肘ﾚ払……顛べ玲ﾄ(1978)……=………)I‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥万

岡田篤正・堤……浩之万1:四国中ｹﾞ･東部におけ右中央構造線の断層路頭古地形面の編年比関士ﾌる資料｡＼活断層研究，

十　Na8丿p. 31-47 (1990)　/　　/　　　　…………＼ﾉ……………十トペノ………=……]:＼∧j/……J犬上=ﾉ∧＼………………１
・　　　．'－　　■　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　■■　■■　　■　■　■■■　■　　■　■
岡田篤正く･長谷川修寸二中央構造線のネオテすトニク)ス=.,几F1本地=質学会第叩……年学術木会犀学旅行案内書．ｐ．

十　195-214 (1991)　‥‥‥‥‥‥‥‥:　　　犬　………:……………　……＼………………∧＼………十二………=……………:

須鎗和[ﾐ4 ・他 ９名＼:徳島県土柱・鴨烏一川島地域の第四系∠葎烏大学学芸学芸紀要,犬Vol. 1:5 ;:ｐ.上μ¬22

　　(1965)犬　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1……………………=………∧………1…………………:J
I　レレ＼

須鎗和巳・阿子島功：四国島の中央構造線の諸問題〉(ﾌﾟそめ三yﾄ÷吉野川流域牡ネオテク下≠クス‥の再検討－．

同上∩ｖol√li;:ｐレ：51-69 (1978).　）･同工，ぺvol. 11 ;〈ｐ.･ol一句1j Kivia).〉　　一犬．．･･ ＼． し…………ノブ…………=乙･.:………=.…………＼………

須鎗和巳・阿子島功阿讃山地南麓・北麓の鮮新，更新統レ同上,＼上jｖ:oJ:,……:23 ; :う1万2i¬31 (1990)

☆=･…………=………万j:=j

I

平･成5.1.年･(19･9･3)｡9月30自受理

∧∧＼∧平成程年(1993)12月27日発行


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18

